
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

平成 29 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

・レンコン掘り、土器作り、復元家屋でのお話会などのイベントについては、参加費を徴

収することを視野に入れ継続していきたい。 

・H30 年度は、町・商工観光課や観光協会と連携してレンコン掘り事業を開催する予

定。協力団体を増やして、輪を広げていきたい。 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 井戸尻を元気に！ 地域を元気に！ 

事業主体 

（連絡先） 

井戸尻応援団 

諏訪郡富士見町境 7089 

事業区分 その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費     579,800 円（うち支援金：  459,000 円） 

（活動写真） 

① 地元住民が井戸尻を地域の宝

として再認識 

② 考古館とは異なった角度での

井戸尻の魅力を発信 

③ レンコン掘りをして蓮の花を

活性化する 

④ 井戸尻のファンを増やす 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

・イベント参加者から、他のイベン

トにも参加したいとの希望が多数

あり、高い評価をいただいた。 

・講演会・お披露目会を合わせ、参

加者人数が目標の１．６倍あった。 

【 レンコン掘りの様 】 

【目標・ねらい】 

① 講演会に参加した地元住民から、「知らない事も多

く、いい機会を作ってもらった」という感想を何人

もの方にいただけた 

② レンコン掘り、土器作り、復元家屋でのお話会など

に加え、講演会でも今までになかった視点での魅力

を伝えることができた。 

③ 株を掘る整備を初めて 2 年目になるが、昨年掘った

場所は大きく元気な蓮の花が咲いた。続けていくこ

とで蓮田の再生に期待が持てる。 

④ それぞれのイベントには、小学生から高校生・高齢

者と年齢層も幅広く、地域住民も都市部からも多く

の参加者があった。それぞれ井戸尻の魅力を満喫し

てもらえた。 

1、井戸尻の歴史や特性を学び発信する事業 

・講演会「井戸尻発掘の思い出を語る会」H29.12/02  

・講演会「井戸尻のつぼ」H90.01/21  

・信濃境駅写真一新、お披露目会 H90,02/24  

2、体験型イベント 

・レンコン掘り H29.04/26,04/27, 05/27, 06/09, 06/04  

・縄文土器づくり体験 H29.10/14,  

野焼き H29.11/11  

・復元家屋での縄文炉辺談話 H29.09/06, 10/19  

9、信濃境駅・写真の交換 H90.1~2 月  

4、蓮の葉茶の商品化 H29,10  

 


